
インポート

パーソナルジオデータベースのリンク
　TNT 製品のインポート処理を使って、ArcGIS で作

成したパーソナルジオデータベースから地理空間レ

イヤをインポートしたり、リンク設定してネイティ

ブな形で（インポートしないで）レイヤを使用する

ことができます。パーソナルジオデータベースは複

数の地理空間的レイヤ（ESRI 社の用語では「フィー

チャ・クラス」と呼びます）を Microsoft Access の

ファイルに格納します。パーソナルジオデータベー

スの中の各地理空間レイヤは、Accessファイルのテー

ブルとして格納されます。1 つの空間テーブルには、

1 つのタイプの空間要素（ポリゴン、ラインまたは

ポイント）を含みます。例えば、地質図データのパー

ソナルジオデータベースには、岩体（ポリゴン）、岩

体の境界（ライン）、断層（ライン）、露頭構造の測

定点（ポイント）に対して別々に空間テーブルがあ

ります。それぞれの空間テーブルは、1 個の構成要

素に対してテーブルの 1 列が対応します。テーブル

の中の「シェイプ」の列には、各要素に対する空間

情報がバイナリ形式で格納されています。他の列に

は各要素に対する属性が入っています。

　インポートやリンクをするためにジオデータベー

スから任意のまたは全ての空間テーブルを選択でき

ます。ジオデータベースの空間テーブルにリンクす

ることを選択すると、選択した各テーブルに対して、

リンクされたシェイプオブジェクトがプロジェクト

ファイルの中に作られます。ジオリファレンスの情

この表示ウィンドウの各シェイプオブジェクトは、米国ユタ州のある郡の地図データに関

するばらばらのパーソナルジオデータベースファイルにリンクしています。シェイプレ

イヤのスタイルは TNTmips の表示処理で設定されており、ジオデータベースファイルの各

地図レイヤのテーブルの属性値を使って設定されています。これらのシェイプレイヤは、

TNTmips の地形特性処理でデジタル標高モデルから計算した起伏陰影図ラスタの上に表示

されています。

この表示ウィンドウでは、各シェイプレイヤが 1 つのパーソナルジオ

データベースファイルの中の別々のテーブルにリンクされています。こ

のデータはペンシルベニア州、Eagles Mere 7.5 分区画表層地質図の数

値データで、ペンシルベニア州自然資源保護局が発行したものです（地

形図は別にリンクされた GeoTIFF ファイル）。各シェイプレイヤは一つ

の空間要素タイプ（ポリゴン、ラインまたはポイント）を含みます。こ

の表示ウィンドウの例では全てのタイプが含まれています。シェイプレ

イヤのスタイルは TNTmips の表示処理で設定されており、ジオデータ

ベースファイルの各地図レイヤのテーブルの属性値を使って設定されて

います。

報は自動的に検出され、それぞれの

シェイプオブジェクトに格納されま

す。表示もしくは処理の際、各シェイ

プオブジェクトはジオデータベース

ファイルの中の空間テーブルから直

接、それぞれの要素に対する空間情報

を読み込みます。リンクされた各シェ

イプオブジェクトは、TNT においては、

それが含む要素タイプに対する 1 つま

たは複数のリンクされた属性テーブル

で表されます。これらのテーブルの中

の属性値は、必要な時にアクセスファ

イルから直接読み込まれます。これ

らのリンクされた属性テーブルに基づ

いてデータティップやクエリによる選

択、他の形式のスクリプトを使った表

示スタイルの設定をすることができま

す（このページの例）。

　リンクではなくインポートを選択し

た場合は、レイヤを独立したシェイプ、

ベクタ、CAD オブジェクトとしてイン

ポートすることができます。


